ペヘレイのストレス応答および性決定に及ぼす環境要因の影響に関する研究 by Estefany Lizeth Garcia Cruz
TUMSAT-OACIS Repository - Tokyo University of Marine Science and Technology (東京海洋大学)
Studies on environmental factors associated
with stress response and modulation of sex










学生氏名：  ESTEFANY LIZETH GARCIA CRUZ （ガルシア クルズ エステファニー） 
博士論文題目： Studies on environmental factors associated with stress response and modulation of sex 




 ペヘレイ O. bonariensis は XX-XY 型の性決定様式を持つが、その性決定機構は強い温度依存性を示
し、性決定時期に稚魚が高水温を経験すると雄化（XX-精巣）が誘導される。この高水温が誘起する雄
化は、高温により増加するストレスホルモン cortisolと、その不活化の際に活性化された 11β-水酸基脱
水素酵素 2（HSD11B2）により並列的に合成される雄性ホルモン 11-Ketotestosterone (11-KT)に起因する
と考えられているが、このストレスホルモン− 雄性ホルモンを介した雄化が水温以外の環境要因によ
り誘起されるかは不明である。そこで本研究では、飼育水槽の背景色（黒、灰色、青、緑、赤、白）、
飼育密度（15, 62, 250 larvae/L）および飼育容積(6.4, 1.6, 0.4 L)、塩分(0, 0.05, 0.1, 0.3, 1, 3 %)が本種の性
決定機構に与える影響を検証した。それぞれの環境条件下にて性決定時期を含む一定期間稚魚を飼育
















最終試験は 2019 年 8 月 19 日および 2020年 8月 20 日に行われた。まず、2019 年 8月 19 日に、第









退学後 1 年以内に受理される見込みであり、学位論文審査要項第 22 条（学位授与の特例）の適用条
件を満たしていると判断した。その後、投稿中の論文（Crowding stress during the period of sex 
determination causes masculinization in pejerrey Odontesthes bonariensis, a fish with temperature-dependent 
sex determination. E.L. García-Cruz, Y. Yamamoto, R.S. Hattori, M. Yokota, C.A. Strüssmann）が 2020 年 4
月 4 日付で国際学術雑誌（Comparative Biochemistry and Physiology）に掲載が決定したことから、2020
年 8 月 20 日に、本申請者について、論文審査・最終試験ともに合格であると判定した。 
